
平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【札幌市】 

１ 実践テーマ 【 Ⅰ 】  

２ 実施対象者 札幌市立手稲西小学校 

 第３学年 52名 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（総合的な学習の時間・道徳） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標 

（ねらい） 

・ウィンタースポーツへの興味、関心を高め、オリンピック競技への

理解を深めるとともに、冬期間における体力向上の取組のきっかけ

づくりとする。 

・夢の実現に向かって努力した人との出会いを通じ、自分の将来につ

いての考えを具体的に深めていくための視点をもつ。 

５ 取組内容 〇指導計画【３時間扱い】 

・講演を依頼したオリンピアンの競技や他の冬季オリンピック競技の

調べ学習を行う。        （総合的な学習の時間 1/3） 

・冬期オリンピアンによる講話、ミュージアムでの体験学習 

（総合的な学習の時間 2/3） 

・オリンピック・パラリンピックについて調べ学習を行う。 

（総合的な学習の時間 ３/3） 

・道徳（勇気・努力・意志の領域を中心に） 

 

〇取組の様子 

オリンピック・パラリンピック教育副教材や札幌オリンピックミュ

ージアムのホームページを基に、札幌冬季オリンピックについて調べ

た。冬期オリンピックが行われたこともあり、競技・種目について知

っていることが多かった。特に、スキーやスケートはもちろん、スノ

ーボードやカーリングなど、話題になった競技については、たくさん

のことを話していた。 

初めて知ったこととして、次のことがあげられた 

 ・札幌や長野など日本でオリンピックが行われたこと 

 ・特に、札幌で行われたこと 

 ・スキー競技が、地元の手稲山で行われたこと 

 ・オリンピック競技もパラリンピック競技も似たような競技で 

行われていること 

・オリンピアンの講話、ミュージアムでの冬季競技の体験 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



見学、体験を通して、冬季オリンピック競技について興味、関心を

高めた。 

事後は、自分の興味のあるオリンピック、パラリンピック競技を調

べた。 

道徳において、パンフレットを利用しながら努力や挑戦、フェアプ

レーやオリンピックの心について話し合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

・冬季オリンピックが開催された直後でもありオリンピックやパラリ

ンピックに高い関心をもって学習を進めることができた。 

・社会「私たちのまち」の学習で札幌の町の発展が、札幌冬季オリン

ピック開催の影響が大きかったことを知ることができた。 

・道徳の学習で、オリンピアンの講話、副教材から、「夢に向かって

努力を続ける大切さ」や「互いに大切にしあう心」などを学ぶこと

ができた。 

７ 実践におい

て工夫した点 

 

・副教材、ホームページを活用し、児童の興味、関心を高めることが

できた。 

・社会の学習と関連させ、札幌市のまちの発展とオリンピック開催に

ついて関連して学ぶことができた。 

８ 主な課題等 ・調べ学習で PC（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）を利用したが、書籍なども活用できれ

ばよかった。 

・調べ学習で、なにか大きなものにまとめるのではなかったので、学

習の最後のまとめ方をくふうすればよかった。 

・せっかく、手稲区にいるので地元の手稲山で行われたスキー競技に

焦点を絞ってもよい。 

９ 今後の取組

について 

社会「かわってきた人々のくらし」の学習で雪まつりについて調べ

学習を行う中で、オリンピックとのつながりも考えさせたい。 

 


